
『大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
に
お
け

る
六
波
羅
蜜
多

の
構
成

白

石

凌

海

本
稿
は
、
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
に
関
し
て
菩
薩

の
修
業
徳

目

で

あ
る
六
波
羅
蜜
多
の
構
造
を
考
察
し
、
そ
の
思
想
的
基
盤
と
実
践
の
意

義
を
探
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

般
若
経
典
群
の
集
大
成
で
あ
る
玄
奏
訳

『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
は

全
体
が
四
処
十
六
会
か
ら
な
る
が
諸
経
典
は
内
容
上
概
略
以
下

の
四
種

に
分
類
さ
れ
る
。
(1)
小
品
系
、
(2)
大
品
系
、
(3)
単
独
小
部
経
典
群
、

第
十

一
会
-
第
十
六
会
で
あ
る
。

六
波
羅
蜜
多
説

に
関
し
て
は
既
に
詳
細
な
る
研
究
が
為

さ

れ

て

い

る
。
そ
れ
ら
は
主

に

に
拘
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち

に
就

い

て

は
、
経
典
成
立
史
に
関
し
て
最
初
期
形
成
部
分
か
ら
時
代
が
下
が
る
に

従

っ
て
六
波
羅
蜜
多

の
記
述
が
般
若

に
関
連
し
て
如
何
に
展
開
細
説
さ

れ
て
い
る
か
の
追
求
で
あ
り
、

は

を
継
承
し
つ
つ
更
に
多
様
化
し

た
諸
思
想
を
註
釈
書

『
大
智
度
論
』
等

の
所
説
内
容
か
ら
検
討
し
た
も

の
な
ど
で
あ
る
。
ま
た

で
は
六
波
羅
蜜
多

の
言
葉
は
あ

っ
て
も
、
そ

の
内
容
に

つ
い
て
は
説
か
れ
な
い
。

と
こ
ろ
が

『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
中
最
後
期
成
立
と
推
定
さ
れ
る

(4)
は
整
然
と
し
て
第
十

一
会
以
下
順
次
に
布
施
を
始
め
と
す
る
六
波
羅

蜜
多
が
説
か
れ
る
。
従

っ
て
こ
こ
に
六
波
羅
蜜
多
各
々
の
詳
細
な
る
所

説
が
知
ら
れ
る
。
本
報
告
で
は
、

に
関
す
る
思
想
的
背
景
と
各
六
波

羅
蜜
多
の
相
互
関
係
の
解
明
を
当
面
の
中
心
課
題
と
し
た
い
。

漢
訳
で
は
第
十

一
会
か
ら
第
十
六
会
ま
で
一
連

の
六
波
羅
蜜
多

の
説

示
に
当
て
ら
れ
て
い
る
が
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
で
は
第
十

二
会
か
ら
第
十
五

会
ま
で
は

『聖
五
波
羅
蜜
多
説
示
大

乗

経
』
(梵
文
音
写
タ
イ
ト
ル
は
、

A
q
a
 

pg
p
m
i
t
d
e
 
u
a
m
p
m
p
g
 
q
g
a
.
 

北
京
版
七
十
八

函

z
o
.
 4)
で
あ
り
般
若
分
の
第
十
六
会
は
梵
文
が
現
存
し

『
善
勇
猛

般
若
経
』

(S
uv
ik
ua
tpv
ik
ram
i
 pprip
rooha
 
raunap
rpm
ita
 sd
g
)

で
あ
る
。

即
ち
六
波
羅
蜜
多
は
本
来
「
般
若
波
羅
蜜
多
」
+
「そ

の
他

の
五
波
羅

蜜
多
」

の
構
造
で
あ
る
。
六
波
羅
蜜
多
の
う
ち
般
若
を
そ
れ
以
外

の
波

羅
蜜
多
に
対
応
さ
せ
導
首

(P
q
h
v
n
g
a
m
a

)
と
す
る
。
即
ち
般
若
が
五

波
羅
蜜
多
を
導
く
と
す
る
の
は
小
品
系
以
来
の
基
本
的
姿
勢
で
あ
る
。

両
経
典
は
独
自
に
単
独
経
典
と
し
て
存
在
す

る
如
く
に
形
式
上
内
容

印
度
學
佛
教
學
研
究
第
三
十
七
巻
第
二
號

昭
和
六
十
三
年
十
二
月

-37-



『大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
に
お
け
る
六
波
羅
蜜
多
の
構
成
 (白

石
)

上
密
接
な
関
係
は
見
ら
れ
ず
相
互
に
別
成
立
と
お
も
わ
れ
る
が
第
十
六

会
は
、
般
若
経
典
と
し
て
は
正
統
的
な
も
の
で
、
龍
樹
造

『中
論
』
の

清
弁
に
よ
る
註
釈
書

『
般
若
灯
論
』
あ
る
い
は
月
称
造

『
入
中
論
』
等

に
経
証
と
し
て
の
引
用
文
が
見
え
、
特

に
中
観
派
と
の
関
係
が
深
い
。

し
か
七
六
波
羅
蜜
多
に
関
し
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
記
述
が
あ
る
も
の
の
内

容
説
明
は

一
切
無
い
。
即
ち
そ
こ
で
は
般
若
波
羅
蜜
多
の
説
示
が
目
的

で
諸
波
羅
蜜
多
に
関
す
る
拘
り
は
等
閑
視
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
以
下
で
は

『聖
五
波
羅
蜜
多
説
示
大
乗
経
』
に
つ
い
て
先
ず

各
波
羅
蜜
多
の
相
互
関
係
に
つ
い
て
、
次
い
で
か
か
る
思
想
的
根
拠
、

即
ち
そ
こ
で
は
空
思
想
に
裏
付
け
ら
れ
た
無
執
着

の
実
践
が
基
本
と
さ

れ
る
が
特

に
二
乗
批
判
、
在
家
重
視
の
立
場
等
の
説
示
に
注
目
し
考
察

を
進
め
た

い
。

各
品
を
通
じ
て
六
波
羅
蜜
多
そ
れ
ぞ
れ
の
記
述
が
あ
る
が
多
く

の
場

合
般
若
経
特
有
の
繰
り
返
し
表
現
の
中
に
現
わ
れ
る
も
の
で
教
理
的
重

要
性
は
伺
え
な
い
。
特
定
の
波
羅
蜜
多
が
そ
れ
以
外
の
諸
波
羅
蜜
多
に

関
係
す
る

の
は
布
施
、
戒
、
静
慮
に
つ
い
て
見
ら
れ
る
が
と
り
わ
け
後

二
者

の
場
合
が
重
要
で
あ
る
。

(1)

布
施
が
三
切
波
羅
蜜
多
を
増
長
す
る
。

「
是
諸
菩
薩
若
時
若
時
捨
二諸
善
根
二施
二有
情
類
叩比
諸
菩
薩
爾
時
摂
コ受
布

施
波
羅
蜜
多
叩
是
諸
菩
薩
若
時
若
時
摂
コ受
布
施
波
羅
蜜
多
叩
比
諸
菩
薩
爾

時
爾
時
増
コ長

一
切
波
羅
蜜
多
叩
…
…
」
(正
蔵
七
巻
8
4
.b
.北
京
版
7
.b
.

4)
 (そ
の
他
り⑩甲
。
参
照
、
ま
た
布
施
と
精
進
の
関
係
記
述
が

6
.b)

(2)

戒

(
具
戒

の
菩
薩
)

「
若
諸
菩
薩
随

二所
レ
行
施

一無
レ
不
下
皆

用
二大
悲

二為
轟
首
。

常
能
発
閥
起
随
コ

順
廻
副
向

一
切
智
智
相
応
之
心
叩応

レ
知
是
名

二
具
戒
菩
薩

ご

(

N
4
.p

施

が
戒
、

忍
、

精
進
、

静
慮
、
妙
慧
と

な
り
類
似
形
句

の
繰

り
返
し
。

北
京

版
4
3
.b
.H
、
無

不
皆
用
大
悲
為
首

の
言
葉

は
な
い
が

漢
訳
と
同
意
)
(
精

進
と

の
関
連
が
H0
36
.O
)

(3)

静
慮
と
般
若

の
関
係

「
若
諸
菩
薩
摩
詞
薩
衆
安
コ
住
静
慮
波
羅
蜜
多
噸
於
二
諸
静
慮
及
静
慮
支
叩

発
コ起

無
著
無
想
等
幻
…
…
廻
向
趣
ゴ
求

二
切
智
智
叩
…
摂
コ
受
般
若
波
羅
蜜

多
ご

*
静
慮
と
精

進

の
関

係
「
若
諸
菩
薩
摩
詞
薩
衆
安
ゴ
住
艀
慮
波
羅
蜜
多
叩
超
コ

過
欲
界
諸
雑
染
法

叩
方

便
趣
ゴ
入
四
種
静
慮

四
無
色
定
寂
静
安
楽
叩
還
復
棄

捨

受
二
欲
界
身

叩
精

進
修
コ
行
布
施
浄
戒
安
忍
精
進
静
慮
般
若
波
羅
蜜
多
及

余
無
辺
菩
提
分
法
。

…
…
摂
コ
受
精
進
波
羅
蜜
多
ご

*
艀
慮
と
忍

の
関

係
「
若
諸
菩
薩
摩
詞
薩
衆
修
学
成
コ
就
大
慈
大
悲
叩
於
二
諸

有
情

一欲
作
三
饒
益
叩
安
コ
住
静
慮
波
羅
蜜
多

二遇

二諸
違
縁

一心
無
二
雑
稼
叩
…

…
摂
コ
受
安
忍
波
羅
蜜
多
。

*
静
慮
と
戒

の
関
係
「

若
諸
菩
薩
摩

詞
薩
衆
安
コ
住
静
慮
波
羅
蜜
多
叩
於
二
諸

声
聞
及
独
覚
地
二
不
レ生

二取
著
叩
…
…
摂
コ
受
戒
波
羅
蜜
多
ご

*
静
慮
と
布
施

の
関
係
「

若
諸
菩
薩
摩
詞
薩
衆
安
コ
住
静
慮
波
羅
蜜
多
叩
於
二

諸
有
情

二起
二
大
悲
念
叩
誓

不
レ
棄
コ
捨

二
切
有
情
叩
欲
レ
令
嵩
解
コ
脱
生
死
苦

鱒

故
。
求

コ
証
無
上
正
等
菩
提
噸
作
二
是
念

一言
。

我
当
下
決
定
以
二
大
法
施

二摂
劇

受
有

情
加
常
為
二有
情

一宣
刷
説
永
コ
断

一
切
煩
悩

一眞
浄
法
要
加
…
…
摂
コ
受
布
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施
波
羅
蜜
多
。

(以
上

60
.b
-

6-
9
。北
京
版
77
.b
.N
-)

*
諸
波
羅
蜜
多
が
静
慮
に
関
係
「
謂
諸
菩
薩
摩
詞
薩
衆
若
住
二布
施
波
羅
蜜

多
一
(浄
戒
、
安
忍
、
精
進
、
般
若
、
諸
余
菩
提
分
法
)
。当
レ知
爾
時
心

亦
在
レ定
。
」
(-
6-
.

-06N
.a
北
京
版
。

b
.s
)

(4)

二
乗
批
判

(布
施
、
戒
、
静
慮
に
関
し
て
多
く
説
か
れ
特
に
戒
、
静
慮

で
は
「
不
求
実
際
、
不
証
実
際
、
不
現
入
滅
受
想
定
、
不
許
…
…
於
三
界

法
究
寛
出
離
」
…
…
等
説
か
れ
る
。)

(5)

在
家
重
視
の
立
場
(100
-a
,
 
HO

占

等
参
照
。
余
紙
が
な
い
の
で
(4)

(5)
の
詳
細
は
省
略
す
る
。)

以
上
の
検
討

に
よ

っ
て
差
当
り
次
ぎ
の
如
く
に
結
論
づ
け
ら
れ
る
で

あ
ろ
う
。

(I)

『
善
勇
猛
般
若
経
』
ど

『
聖
五
波
羅
蜜
多
説
示
大
乗
経
』

の
思
想

的
背
景
は
共
通
し
て
い
る

(無
執
著
の
実
践
、
在
家
重
視
等
)
が
各

々
が

独
立
し
た
も
の
で
対
告
衆
、
会
処
等
経
典
ハの
形
式
に
関
し
て
両
者

の
一

体
的
関
係

は
見
ら
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
後
者
の
成
立
は
必
ず
し
も
前
者

を
前
提
と
し
て
い
な
い
。

(II)

諸
波
羅
蜜
多
の
関
係
は
説
か
れ
る
が
六
度
相
摂

(大
品
系
所
説
)
の

記
述
は
な
い
。
六
波
羅
蜜
多
の
う
ち
布
施
が
重
視
さ
れ
、
と
り
わ
け
戒

と
静
慮
が
そ
れ
以
外
の
波
羅
蜜
多
に
関
係
す
る
こ
と
が
説
か
れ
る
。

前
者
は
、
在
家
菩
薩
が
煩
悩
を
未
だ
断
じ
る
こ
と
が
な
く
て
も
財
施

等
を
以
て
諸
有
情
に
施
す
の
は
声
聞
独
覚

の
無
漏
心
よ
り
勝
る
こ
と
の

主
張
で
あ
り
、
後
者
は
声
聞
独
覚
の
三
学
の
う
ち
戒
と
定
に
向
け
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
持
戒
か
犯
戒
か
の
差
別
は
、
戒

の
内
容
或

い
は
出
家
在
家
の
別
に
は
拘
り
な
く
、
慈
心
に
よ
る
有
情
利
益
の
如
何

に
よ
る
。

つ
ま
り
、
六
波
羅
蜜
多
に
関
し
て
端
的
に
利
他
を
求
め
る
の

が
持
戒
と
さ
れ
る
。
同
様

に
、
静
慮
に
安
住
し
て
有
情
利
益
す
れ
ぽ
諸

波
羅
蜜
多
を
摂
受
す
る
の
で
あ
る
。
従

っ
て
菩
薩

に
あ

っ
て
は
、

二
乗

の
浬
藥
阿
羅
漢
を
求
め
る
修
業
目
的
、
す
な
わ
ち
実
際
を
証
し
三
界

の

法
に
於
い
て
出
離
を
究
寛
と
す
る
こ
と
が
否
定
さ
れ
る
。

(III
)
 菩
薩

の
修
業
徳
目
で
あ
る
六
波
羅
蜜
多
は
般
若

(大
悲
般
若
力
)
に

依
止
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
六
波
羅
蜜
多
の
構
成
に
つ
い
て
般
若
以
外

の
諸
波
羅
蜜
多

の
内
的
関
連
の
必
然
的
結
び
つ
き
は
見
出
し
難

い
。
そ

こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
利
他
行
つ
ま
り
二
乗

の
自
利
に
対
し
て
有
情

利
益
を
説
く
立
場
で
あ

っ
て
必
ず
し
も
六
波
羅
蜜
多
そ
れ
ぞ
れ
が
菩
薩

の
実
践
に
即
し
て
有
効
的
に
機
能
し
て
い
な
い
。

鯉

六
波
羅
蜜
多
は
出
家
の
三
学
を
含
む
出
家
在
家

の
総
合
と
し
て
の

菩
薩

の
修
業
徳
目
で
あ
る
と
従
来
よ
り
理
解
さ
れ
て
い
る
。
然
し

『
大

般
若
波
羅
蜜
多
経
』
中
最
後
期
の
成
立
に
属
す
る
と
推
定
さ
れ
る
第
十

二
会
-
第
十
六
会

の
六
波
羅
蜜
多
説

の
構
成
を
見
る
限
り
、
そ
れ
は
出

家
の
三
学
を
内

に
含
む
も

の
で
は
な
く
む
し
ろ
六
波
羅
蜜
多
実
践

の
精

神
は
、
こ
れ
ら
を
全
面
的
に
退
け
る
も
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
二
乗

の
自
利

に
対
す
る
利
他
、
有
情
利
益
の
閲
明
で
あ

る
。
(紙
数
の
制
限
上

注
記
は
省
略
す
る
。)

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

『大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
、
六
波
羅
蜜
多

(大
正
大
学
副
手
)

『大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
に
お
け
る
六
波
羅
蜜
多
の
構
成

(白

石
)
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